













東京海洋大学の越中島キャンパスには，昭和 53年 (1978)5月 31日 に国の重要文化財の指定を受けた明治丸が保存されて
います。明治丸は英国のグラスゴーで建造され，明治 7年 (1874)11月 24日竣工し，明治 8年 2月 20日横浜へ回航されまし
た。日本で最初にロイド船級協会の船級 100A1の資格を受けた船 (『日本海事協会 100年の物語』より )でもあり，ご存知
のように，燈台巡廻船として工部卿伊藤博文が計画し政府専用船としても用いられ，翌明治 9年 7月明治天皇の東北巡幸に






(1) 航路標識管理所第一年報 (明治 38年 8月発行 ) (2) 商船学校校友会雑誌 (第 54号 :明治 35年 6月 ) 附録学校一覧
(3) 重要文化財明治丸保存修理工事報告書 (平成 3年 3月 30日発行 )   (BM)は Board of Measure で英国の船舶測度局
明治丸説明書には，どの値を用いたらよいか困惑したことを思い出します。まさか，人間のように日々成長したり衰えた
りするわけでもないでしょうから，多少は測定方法による違いはあるものと考え，説明書には建造当時の要目と断って，総
屯数・登簿屯数・公称馬力・実馬力・平均速力は，灯台部記録によることとして「1027.57 トン」・「448.41 トン」・「254 馬
力」・「1530 馬力」・「11.5 ノット」を採用し，試運転速力は，造船所記録の公試速力「12.66ノット」を採用しました。長さ
は，水線長が造船所記録・灯台部記録共に「225 呎 (68.6m)」でありこれを採用し，幅・深さは，造船所記録と文化庁調査値
とが近い値でありましたので，これらを勘案して「30 呎 (9.1m)」・「22.6 呎 (6.9m)」としたものであります。将来，もっと科
学的な根拠に基づいた値を与えることが出来ましたならば幸いと念願するものであります。
最近上部構造物の傷みが甚だしく心痛しておりましたが，大学当局のご努力により修復のめどがたったことを喜んで居り





仕　 様　 書 造船所記録 ロイド証書 灯台部記録 (1) 学 校 記 録 (2) 文化庁調 (3)
明治 6年 (1873) 明治 7年 (1874) 明治 7年 (1874) 明治 8年 (1901) 明治 35年 (1902) 平成 3年 (1991)
規格 ロイド船級　　１００　Ａ１
全長 250呎 (76.2m) 242呎 (73.76m) 242呎 (73.76m) 75.044m
水線長 225呎 (68.6m) 225呎 (68.6m) 225 呎 (68.6m) 68.187m
甲板長 223 呎 (68m)
幅 30 呎 (9.14m) 30 呎 (9.14m) 30 呎 (9.14m) 29呎 2.5(8.9m) 29呎 2.5(8.9m) 9.176m
深さ 22呎 5吋 (6.8m) 22 呎 (6.7m) 21呎 5吋 (6.5m) 21呎 5吋 (6.5m) 6.901m
公称馬力 250 馬力 280 馬力 254 馬力
指示馬力 1450 馬力




屯数 (BM) 996トン 998.75 トン
総屯数 1001トン 1010.08トン 1027.57トン 1037.2トン
登簿屯数 463.24 トン 448.41トン 457.46トン
